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おおしま●けんいち
福井県鯖江市出身。龍谷大学政策学
部教授。日本環境会議代表理事。政
府の総合資源エネルギー調査会基本
問題委員会、コスト等検証委員会委員、
関西広域連合協議会委員、衆議院原
子力問題調査特別委員会アドバイザリ
ーボード会員などを歴任。著書に、『原
発のコスト』（岩波書店・2011 年／第
12 回大佛次郎論壇賞受賞）、『カーボ
ンニュートラルの経済分析—市場と地
域』（日本評論社・2026 年）、『原発
再稼働と地方自治 住民のくらしとエネ
ルギー主権の視点から』（自治体研究
社・2026 年）など多数。

いずれも原子力市民委員会のウェブサイトから
ダウンロード・購入できます。『地震の国で原
発は大丈夫？』は、クラウドファンディングのご
寄付で作成し、送料のみで配布しています。
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高木基金25周年記念イベントのご案内

　核・原子力の問題に生涯をかけて向き合った高木仁三郎は「原

発に依存しない社会、核のない社会をどう創るかという問題だ

が、これを単純に省エネルギーとか再生可能エネルギーとかへ

の転換という技術的問題に換言してしまうことはできない」「根

源的転換とは、科学技術が、殺戮や破壊や競争の拡大を促すも

のから、人々の心に平和をもたらすものへと「非武装化」して

いく方向を目指すこと」という言葉を述べています。

　発足 25 周年の記念イベントとして、この言葉を現代に置き

換えつつ、高木基金助成先の皆さんが取り組んできた活動をと

もに振り返りながら、ここからの歩みを展望したいと思います。

   核・原発、AI時代―われわれはどこへ

　向かうか。科学技術の「非武装化」とは？（仮題）

   ・ 2026年11月28日（土）10～16時

　　※時間帯は企画中のため変更有。

   ・カタログハウスセミナーホール

　　（東京都渋谷区代々木2-12-2）

高木基金PFASプロジェクト
公式ウェブサイトを公開しました

　2024 年12月に発足した高木基金 PFASプロジェクトは、食品
安全委員会「PFAS 評価書」の検証など、PFAS（有機フッ素化
合物）による環境汚染や健康影響について、市民の立場から調
査、政策提言等に取り組んでいます。このたび、公式ウェブサイ
トを公開しましたので、ぜひご覧ください。
※今年度から高木基金PFASプロジェクトは任意団体として活動しています。

https://pfas.takagifund.org

高木基金は、市民からの会費や寄付を財源として「市民科学」を助成する
「市民ファンド」です。みなさまのご支援、ご協力をお願いいたします。
郵便振替口座：00140-6-603393
加入者名：高木仁三郎市民科学基金
〒160-0008　東京都新宿区四谷三栄町16-16 iTEXビル３階／TEL03-6709-8083
【E-mail】info@takagifund.org
【Web】   https://www.takagifund.org
●高木基金だよりNo.63  発行：認定NPO法人高木仁三郎市民科学基金 レイアウト：竹井  賢（タケイデザイン）


